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［Special Issue］Neurosurgical Endovascular Treatment

は
じ
め
に　

　

脳
疾
患
に
対
す
る
血
管
内
治
療
を
ご
存
知
で
す
か
？　

　

脳
神
経
外
科
の
治
療
の
方
法
に
お
い
て
、
昔
か
ら
行
っ
て
い
る

外
科
的
手
術
が
主
流
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
急
激
に

発
展
し
て
き
た
治
療
法
に
こ
の
血
管
内
治
療
が
あ
り
、
外
科
的
手

術
に
対
し
て
血
管
内
手
術
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
治
療
件
数
も
大
幅

に
伸
び
て
き
ま
し
た
。

血
管
内
治
療
と
は
？

　

脳
血
管
撮
影
検
査
を
行
う
カ
テ
ー
テ
ル
（
血
管
の
中
に
挿
入
す

る
細
い
管
）
を
進
化
さ
せ
た
特
殊
な
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
手
術
の
よ
う
に
多
彩
な
操
作
を
行
い
、
治
療
す
る
こ
と

を
血
管
内
治
療
と
い
い
ま
す
。
脳
血
管
撮
影
の
技
術
は
C
T
や

M
R
I
な
ど
よ
り
遥
か
昔
か
ら
あ
り
、
長
く
診
断
に
使
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
但
し
こ
の
血
管
の
中
を
通
す
カ
テ
ー
テ
ル
に
、
更
に

細
工
す
る
と
い
う
難
度
の
高
い
技
術
は
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や

く
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
狭
く
な
っ
た
血
管
を
風
船
で
押
し
拡
げ
た
り
、
筒
状
の

金
属
の
メ
ッ
シ
ュ
（
ス
テ
ン
ト
）
を
留
置
し
て
狭
く
な
っ
た
血
管

を
長
期
的
に
拡
げ
た
り
、
反
対
に
詰
め
物
で
血
管
の
流
れ
を
止
め

て
し
ま
っ
た
り
、
同
様
に
動
脈
瘤
を
内
側
か
ら
詰
め
た
り
で
き
る

の
で
す
。
更
に
最
近
で
は
血
管
内
に
詰
ま
っ
た
血
栓
を
ス
テ
ン
ト

型
の
道
具
で
絡
め
取
っ
て
再
開
通
さ
せ
る
な
ん
て
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
に
な
る
ま
で
に

は
、
長
い
年
月
が
必
要
で
し
た
。
経
験
の
蓄
積
に
よ
り
道
具
が
進

化
し
、
安
全
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
一
般
的
な
治
療

法
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
血
管
内
治
療
は
ま
だ
始
ま
っ
て
30
年

足
ら
ず
の
浅
い
歴
史
で
す
が
、
こ
の
間
に
様
々
な
試
行
錯
誤
が
あ

り
、
最
近
の
10
年
で
花
開
い
て
き
た
と
言
え
ま
す
。　

治
療
の
選
択
肢
が
広
が
る

　

当
院
で
も
こ
う
し
た
治
療
を
始
め
ら
れ
る
準
備
が
で
き
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
最
初
か
ら
全
部
が
で
き
る
の
で
は
な
く
、
基
本

的
な
治
療
か
ら
徐
々
に
拡
大
し
て
ゆ
く
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、内
頚
動
脈
狭
窄
症
に
対
し
て
行
う
頚
動
脈
ス
テ
ン
ト
、

通
称
C
A
S
（
キ
ャ
ス
）
と
呼
ば
れ
る
治
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

食
事
が
欧
米
化
し
た
日
本
に
お
い
て
も
内
頚
動
脈
狭
窄
症
は
増
加

し
て
お
り
、
以
前
か
ら
外
科
的
に
頚
部
を
切
開
し
て
行
う
内
膜
剥

離
術
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
手
術
は
現
在
も
行
わ
れ
て
お
り
、
当
院
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。
古
く
か
ら
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
手
術
で
す
が
、
こ
の
手
術

が
困
難
で
あ
る
条
件
、
例
え
ば
重
大
な
心
疾
患
を
合
併
し
て
麻
酔

が
危
険
、
狭
窄
の
位
置
が
高
く
手
術
が
難
し
い
、
反
対
側
に
も
狭

窄
が
あ
っ
て
血
流
遮
断
が
危
険
な
ど
の
場
合
に
血
管
内
治
療
を
検

討
し
ま
す
。
但
し
、
血
管
内
治
療
で
は
頚
部
を
切
開
す
る
こ
と
は

無
い
の
で
、
美
容
上
の
理
由
で
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が
ご
希
望
・

選
択
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
利
点
・
欠
点
が
あ

り
ま
す
が
、
治
療
成
績
と
し
て
の
優
劣
の
差
は
殆
ど
無
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

血
管
内
治
療
の
今
後

　

当
院
で
も
血
管
内
治
療
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

と
て
も
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
血
管
内
治
療
を
行
う
場

合
に
は
、
他
の
医
療
機
関
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
院
で

完
結
で
き
る
基
盤
が
築
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま

だ
血
管
内
治
療
の
一
部
を
始
め
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

で
き
る
こ
と
は
段
階
的
に
増
や
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ま
に
当
院
で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
体

制
作
り
が
ま
た
一
歩
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

血
管
内
治
療
を
行
う
に
は
、
治
療
の
資
格
と
経
験
を
持
っ
た
専

門
医
師
の
存
在
が
必
要
で
す
。
東
京
都
立
墨
東
病
院
よ
り
脳
神
経

外
科
の
専
門
医
師
で
あ
り
、
血
管
内
治
療
の
専
門
医
師
で
も
あ
る

花
川
先
生
を
お
招
き
し
、
私
を
含
め
２
名
の
当
院
常
勤
医
師
が
指

導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
看
護
師
・
放
射
線
技
師
・
臨

床
工
学
技
士
な
ど
10
人
程
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
治
療
に
携
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
内
頚
動
脈
狭
窄
症
は
心
臓
疾
患
も
合
併
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
院
で
は
循
環
器
内
科
医
師
に
も
ダ
ッ
グ

を
組
ん
で
い
た
だ
き
、
術
前
の
検
査
、
術
中
・
術
後
の
管
理
に
渡
っ

て
万
全
の
体
制
で
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
脳
梗
塞
に
対
す
る
血
栓
回
収
療
法
が
で
き
る
体

制
に
ま
で
持
っ
て
行
く
こ
と
で
す
。
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
を
必
要

と
し
ま
す
が
、
着
実
に
近
づ
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
更

に
動
脈
瘤
の
コ
イ
ル
塞
栓
術
や
脳
腫
瘍
・
血
管
奇
形
等
の
術
前
の

栄
養
血
管
塞
栓
術
等
に
関
し
て
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
で
し
ょ

う
。
一
歩
ず
つ
確
実
に
進
め
て
行
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

血管内治療
　 を開始しました。

脳神経外科／医師・本間秀樹
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［Close-up］Neurosurgery

〜脳神経外科部長から〜

診察と治療の

さらなる充実を

目指して

行田総合病院

脳神経外科 部長

岡田　崇

［Close-up］Nursing Department

〜看護の現場からお届けします〜

笑顔を交し合える

病棟です。

　

脳
神
経
外
科
病
棟
に
入
院
さ
れ
る
疾
患
の
中

で
最
も
多
い
の
は
脳
梗
塞
と
脳
出
血
で
す
。
硬

膜
下
血
腫
の
手
術
も
比
較
的
多
く
実
施
し
て
い

ま
す
。転
ん
で
頭
を
打
っ
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
に
、

受
診
し
な
い
で
い
た
ら
徐
々
に
様
子
が
お
か
し

い
。
会
話
が
繋
が
ら
な
い
。
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
・
・
・
。
な
ど
の
症
状
で
受
診
し
、

C
T 

検
査
を
し
て
み
た
ら
血
腫
が
あ
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
昨
年
12
月
に
父
親
が
犬
の
散

歩
の
途
中
に
転
ん
で
頭
を
切
っ
て
し
ま
い
、
当

院
で
傷
を
縫
合
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後

心
配
に
な
り
脳
外
科
を
受
診
し
Ｃ
Ｔ
の
検
査
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
水
腫
と
い
う
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
様
子
見
で
定
期
受
診

と
な
り
、
そ
の
後
自
然
吸
収
せ
ず
血
腫
に
移
行
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
頃
よ
り
物
忘
れ
的

な
発
言
や
ふ
ら
つ
き
が
あ
っ
た
た
め
、
当
院
で

穿
頭
ド
レ
ナ
ー
ジ
と
い
う
手
術
を
し
て
も
ら
い
、

２
週
間
で
退
院
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
親
を
救

う
こ
と
が
で
き
、『
自
分
が
看
護
師
で
本
当
に
良

か
っ
た
！
』
と
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

脳
神
経
外
科
病
棟
は
、
患
者
さ
ま
の
観
察
が
と

て
も
大
切
な
病
棟
で
す
。た
だ
見
る
だ
け
で
な
く
、

昨
日
よ
り
体
の
動
き
が
悪
い
と
か
、
細
か
な
体

調
の
変
化
を
し
っ
か
り
観
察
し
た
上
で
検
査
を

勧
め
る
な
ど
、
鋭
い
観
察
力
を
持
っ
た
看
護
師

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
援
助
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、患
者
さ
ま
に
接
す
る
中
で
、

優
し
く
、
笑
顔
を
交
し
合
え
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
か
ら
感
謝
の
お
言
葉
を
い

た
だ
く
こ
と
が
、私
た
ち
の
パ
ワ
ー
の
源
で
あ
り
、

喜
び
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

行田総合病院

脳神経外科病棟 看護副師長

木村達美
2000 年入職

　

当
院
の
脳
神
経
外
科
は
、
脳
・
脊
髄
・
末
梢

神
経
・
脊
椎
な
ど
に
関
す
る
臓
器
の
外
科
的
治

療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。代
表
的
な
疾
患
に
は
、

く
も
膜
下
出
血
、
脳
梗
塞
、
一
過
性
脳
虚
血
発

作
、
脳
腫
瘍
、
頭
部
外
傷
、
急
性
お
よ
び
慢
性

硬
膜
下
血
腫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
診
療
実
績
を
前
年
と
比
較
す

る
と
、
全
体
の
入
院
患
者
数
の
増
加
、
手
術

件
数
の
増
加
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
慢

性
硬
膜
下
血
腫
の
件
数
が
非
常
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
者
の
増
加
も
一
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
脳
動
脈
瘤
、ク
リ
ッ

ピ
ン
グ
手
術
も
増
加
し
ま
し
た
。　
　

　

年
間
4
0
0
人
を
超
え
る
入
院
が
あ
り
、

そ
の
中
で
や
は
り
脳
梗
塞
が
一
番
多
い
疾
患
で

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
脳
梗
塞
発
症
か
ら
３

時
間
以
内
に
受
診
し
て
い
る
割
合
が
低
い
と
い

う
現
状
も
あ
り
ま
す
。
虚
血
性
脳
疾
患
は
脳
組

織
の
可
逆
性
が
残
っ
て
い
る
早
期
に
受
診
し
て

診
断
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
後
遺
症
軽
減

に
重
要
で
す
。『
お
か
し
い
な
？
』
と
感
じ
た

時
は
す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

急
性
期
の
脳
梗
塞
の
治
療
の
た
め
に
、
県
内

の
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
る

と
、
T
P
A
治
療
な
ど
は
さ
ら
に
充
実
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
T
P
A
治
療
、
手
術
治
療

と
も
に
今
後
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。　

　

血
管
内
治
療
（
頚
動
脈
の
狭
窄
部
位
に
ス
テ

ン
ト
を
入
れ
て
狭
窄
を
改
善
す
る
治
療
。
通
称

C
A
S
）
も
新
た
に
始
め
ま
し
た
。

　

脳
疾
患
は
A
D
L
（
日
常
生
活
動
作
）
が
低

下
す
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
も
重
要
で
す
。
急
性
期
治
療
中
か
ら
開

始
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。
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COLUMN

ドクターやナース、コメディカルの日常、大げさにいえば人生観まで。

好評につき、毎号連載中！

We are REDS !!　〜この夏新しい経験を！〜

　『そうこう』をご覧の皆様はじめまして。私は医事課の蛭間と申します。医事課

という言葉はあまり聞き慣れない言葉であるかと思います。事務にも総務や経理と

いった色々な職種がありますが、医事課は読んで字のごとく医療事務を専門として

いるセクションです。

　患者さまが来院され受付〜会計までの対応を窓口でさせていただいております。

私は主に入院の事務を担当しており、東棟1階で勤務しておりますので、受付やお

会計等でご不明な点がございましたら、お気軽にお声掛けください。

　さて、コラム執筆の依頼を受けまして何を書きましょうか。これといった趣味や

特技、披露できるような知識もありませんし ...。

　それでは、私の楽しみを書かせていただきます。

　私は小学、中学、高校、社会人とずっとサッカーを続けておりました。自分でプレー

することが無くなってからもう 10年以上が経過し、サッカーをしていたなんて想

像もできないくらい体型もすっかり変わってしまいました（笑）。

　今の楽しみはサッカー観戦。Jリーグ・浦和レッドダイヤモンズ（通称：浦和レッズ）の試合を観ることです。テレビ観戦

はもちろん、ホームスタジアム、埼玉スタジアム2002で行われる試合には月に1回程度足を運びます。埼玉スタジアムは6

万 3,700 人も収容できるワールドカップでも使用されたとても大きなサッカー専用スタジアムです。そんな大きなスタジアム

に日本一と言われるサポーターが集まり、一体となって応援する様子はとても迫力があり、初めて観戦に行った際には感動が

込み上げ寒気を覚えるほどでした。スタジアムには小さなお子さんからご高齢の方まで皆が単純にサッカーを楽しむためだけ

に来ています。

　『サッカーのルールを知らない、楽しみ方がわからない、そんな自分が行ってもいいのかなぁ ......』そんな戸惑いは必要あり

ません！　ぜひ一度スタジアムに足を運んでみてください！　シュートが決まった時の高揚感と一体感は何事にも変えられま

せんし、テレビで観ている時とは全く違った臨場感と数万倍の感動があります。皆さんにもそれを感じていただきたいのです。

もともと私はサッカー派で野球ににはあまり興味がありませんでしたが、埼玉西武ライオンズの試合を球場で観戦する機会が

あり、やはりテレビでは感じることのできない感動がありました。一歩踏み出してみて新たな楽しみができたと喜んでおります。

　インターネットでなんでも見られたり・調べたりできる時代ですが、どんなことも実際に行ってみる、実際に見て感じると

いうことが一番であることは、昔も今も変わらない事実であると思っています。

　今年の夏も行田は暑そうです。思い切って一歩踏み出して、新しい経験をしてみてはいかがでしょうか！

入院医事課係長
蛭間　勉

入院手続き一式を行う入院医事課
のサブリーダー。入院生活を始め
る患者さまやご家族の不安なお気
持ちをサポートすることも大切な
役割です。休日には荒川付近の釣
り堀にのんびり針を落とす姿も。

放射線科主催の勉強会
新南棟会議室

2017年6月20 日（火）

安心安全な検査のために
『造影剤検査・MRI 検査の注意点
〜安心安全な検査のために〜』と
題した院内勉強会が放射線課の主
催で開催され、外来・病棟・手術
室・救急の各看護師をはじめ、多
くのコメディカルスタッフが参加
しました。

行田地域循環器領域 Seminar
ホテルガーデンパレス熊谷

2017 年 7 月 5 日（水）

行田市の人口動態を踏まえ、循環器疾患の未来を考える。
日本医師会生涯教育講座の単位認定を受けたセミナーがホテルガーデンパレ
ス熊谷にて開催されました。行田市医師会長・根本先生が座長を務めた一般
講演では、当院・川嶋理事長が『高齢者心房細動における抗凝固療法の重要
性〜症例を提示して〜』と題した講演を行いました。山本クリニック院長・
山本先生が座長を務めた特別講演では、自治医科大学付属さいたま医療セン
ター長・百村先生による『心不全における抗凝固療法の最近の知見について』
が講じられ、終了後の情報交換会へと続きました。
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ME課主催による勉強会
新西棟会議室

2017 年 6 月 29 日（木）・30 日（金）

補助循環装置の基礎と安全使用。
ME課主催による勉強会は、2日間
に渡って開催。カテーテル室やリカ
バリ室で稼働している補助循環装置
についての正しい取扱をレクチャー
する内容で新人看護師を中心に多く
のスタッフが参加しました。

当院のスタッフがメディカルウェアのモデルに！
全国配布 45,000 部の医療業界向けカタログ

2017 年 7 月 6 日（木）

病院外観、スタッフ着用による院内でのシーン、イメージなどを撮影。
メディカルウェアを扱うチトセ株式会社より依頼を受け、同社の業界向けカタ
ログに当院のスタッフが着用モデルとして登場するという企画。この日、院内
で撮影が行われました。当院へのユニフォーム導入のいきさつや導入後の感想
などについてのインタビューを坂本管理局長が受け、南棟4階病棟の看護師と
臨床工学技士がナースステーション・病棟・透析センターで働くシーンの撮影
が行われました。カタログは今年の12月に発行される予定です。
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◉脳神経外科からのお知らせ

毎週火曜日の午前中に頭痛外来を行っています。

●誰もが経験のある頭痛。
『頭痛くらいで ...』と思わないで、一度「頭痛外来」を受診してみてください。　

まずはあなたの頭痛が「他の病気が引き起こしている頭痛」なのか

「多くの人を悩ませている慢性頭痛」なのかを問診・診察・検査を

通して判断します。

●「他の病気が引き起こしている頭痛」の場合
その原因となっている病気を治すことが治療の目的となります（例：

風邪、発熱などのほか、稀にくも膜下出血、脳出血、脳梗塞、脳腫

瘍、髄膜炎など、危険な病気も含まれます）。

●「多くの人を悩ませている」の場合
治療目的はその頭痛自体をコントロールする事が重要となります

（例：偏頭痛、緊張型頭痛、群発性頭痛など）。

頭痛外来では、頭痛全般について診断を行い、病状によっては適切

な診療科を紹介させていただきます。　　　　［行田総合病院脳神経外科］

◉心療内科からのお知らせ

毎週火曜日に心療内科外来を行っています。

●対象疾患／せん妄、うつ病、認知症（物忘れ）、統合失調症、パニック障害、強迫性障害、不眠症、社会不

安障害、適応障害、摂食障害、身体表現性障害、てんかんに伴う精神症状、妄想や幻覚が疑われる状態。

●中毒性精神障害（アルコール性依存症も含む）、児童・思春期精神疾患、パーソナリティ障害、暴力行為や

自傷行為などは、精神科専門病院を受診してください。●受診時にはご家族の付き添いをお願いいたします。

●受付時間　初診／午前 8:30 〜 10:45 午後 14:30 〜 16:15　再診／午前 8:30 〜 11:15 午後 14:30 〜 16:45

●診察室／新南棟 1F

●受診の前にお電話ください。◉TEL.048-552-1111（病院外来医事課）。　　　　　　　［行田総合病院心療内科］

院内・院外からの広告を受付ております。

◉新人看護師がんばってますっ！❷
　採血・針・検体の取り扱い研修に参加しました。

今回の新人看護師の集合研修では採血について学びました。学

生の頃は模型相手でしたので、初めて人に針を刺すということ

でとても緊張しましたが、今回は同期同士なので思い切りやれ

ました。その中でも、決めたら迷わず刺す勇気や、確認すべき

ことをチェックして、安全に行う事の大切さを学びました。ま

たスピッツ（真空採血菅）によって用途、目的が違うので間違

えず用意し、提出することにも注意が必要と分かりました。

▶今後の予定：次号では注射・点滴の1日研修についてレポー
トします。　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　［行田総合病院看護担当課］


